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我
が
国
の
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書

九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
（
以
下
「
川
内
原
発
一
号
機
」
と
い
う
。
）
が
、
本
年
八
月
十
一
日
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
（
以
下
「
福
島
第
一
原
発
事
故
」
と
い
う
。
）
後
に
作
成
さ
れ
た
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制

基
準
（
以
下
「
新
規
制
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
た
原
子
炉
と
し
て
は
初
め
て
再
稼
働
さ
れ
た
。

こ
の
新
規
制
基
準
に
つ
い
て
、
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
二
三
号
）
に
よ
る
と
、
「
国

際
原
子
力
機
関
や
諸
外
国
の
規
制
基
準
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
自
然
条
件
の
厳
し
さ
等
も
勘
案
し
、
地
震
や
津
波
へ

の
対
策
の
強
化
や
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
の
導
入
を
図
っ
た
上
で
、
世
界
最
高
水
準
の
基
準
と
な
る
よ
う
策
定
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
加
圧
水
型
原
子
炉
の
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
五
年
間
の
猶
予
措
置

が
と
ら
れ
、
ま
た
、
炉
心
溶
融
で
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
を
受
け
止
め
る
た
め
の
最
新
技
術
で
あ
る
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
新
規
制
基
準
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
福
島
第
一
原
発
事
故
の
原
因
が
未
だ
全
容
解
明
さ
れ

て
い
な
い
状
況
下
で
作
成
さ
れ
た
新
規
制
基
準
に
、
ど
れ
だ
け
の
実
効
性
が
あ
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
安
倍
内
閣
は
川
内

原
発
一
号
機
の
再
稼
働
を
契
機
に
第
二
、
第
三
の
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一



一

コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

�

設
置
を
義
務
付
け
て
い
る
諸
外
国
全
て
に
つ
い
て
、
基
準
の
事
例
、
規
定
さ
れ
て
い
る
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
形
状
、

性
能
及
び
設
置
態
様
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
基
準
等
の
緒
元
を
示
さ
れ
た
い
。

�

我
が
国
の
新
規
制
基
準
の
策
定
に
当
た
り
、
�
で
見
た
諸
外
国
並
み
の
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
導
入
が
見
送
ら
れ
た
経
緯

及
び
根
拠
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
新
設
炉
に
対
し
て
は
最
新
技
術
の
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
の
か
確
認
し
た
い
。

�

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
と
、
川
内
原
発
一
号
機
で
は
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
深
さ
一
・
三

メ
ー
ト
ル
の
水
を
張
る
こ
と
に
よ
り
対
応
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
経
済

産
業
委
員
会
に
お
い
て
、
田
中
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
は
、
炉
心
が
溶
け
た
と
き
に
も
格
納
容
器
の
方
に
水
を
き

ち
っ
と
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
相
当
す
る
よ
う
な
性
能
は
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
当
該
措
置

で
諸
外
国
に
お
け
る
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
性
能
に
相
当
す
る
と
し
た
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
示
さ
れ
た
い
。

�

政
府
は
、
国
際
原
子
力
機
関
や
諸
外
国
の
規
制
基
準
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
世
界
最
高
水
準
の
基
準
と
な
る
よ
う
新
規

制
基
準
を
策
定
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会

二



に
お
い
て
、
参
考
人
の
井
野
博
満
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
、
我
が
国
の
新
規
制
基
準
が
「
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準
の
規

制
基
準
」
と
い
う
の
は
「
事
実
に
反
す
る
」
と
す
る
例
示
と
し
て
、
航
空
機
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
な
ど
の
た
め
の
二
重
構

造
も
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
と
と
も
に
、
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
欧
州
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
最
新
技
術
の
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
こ
れ
を
我
が
国

が
取
り
入
れ
な
い
限
り
、
新
規
制
基
準
は
「
世
界
最
高
水
準
の
基
準
」
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
料
す
る
が
政

府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

�

設
置
を
義
務
付
け
て
い
る
諸
外
国
全
て
に
つ
い
て
、
基
準
の
事
例
、
規
定
さ
れ
て
い
る
ベ
ン
ト
設
備
の
形
状
、
性
能
及

び
設
置
態
様
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
基
準
等
の
緒
元
を
示
さ
れ
た
い
。

�

国
際
原
子
力
機
関
は
、
原
子
力
安
全
対
策
に
お
い
て
、
五
層
の
深
層
防
護
と
い
う
考
え
方
を
提
示
し
て
お
り
、
そ
の
考

え
方
は
、
防
護
の
各
段
階
で
、
前
後
の
階
層
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
各
階
層
で
独
立
に
最
善
の
安
全
対
策
を
尽
く
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
の
深
層
防
護
の
考
え
方
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
世
界
最
高
水
準
の
基
準
と
な
る
よ
う
策
定
し
た
と
し
て
い

三



る
が
、
上
述
の
よ
う
に
新
規
制
基
準
に
お
い
て
五
年
間
の
猶
予
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
四
月
八
日
の

原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
元
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
（
国
会
事
故
調
）
委
員

で
あ
っ
た
石
橋
克
彦
神
戸
大
学
名
誉
教
授
は
「
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト
設
備
の
設
置
に
係
る
五
年
間
の
猶
予
措
置
は
、

第
四
層
（
過
酷
事
故
時
の
対
策
）
に
大
穴
が
開
く
こ
と
に
な
る
」
旨
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
新
規
制
基
準
は
政
府
の
謳
う
世
界
最
高
水
準
の
基
準
と
な
ら
な
い
と
思
料
す
る
が
、
猶
予
措
置
期

間
中
に
お
け
る
こ
れ
に
替
わ
る
安
全
確
保
措
置
の
内
容
及
び
新
規
制
基
準
を
世
界
最
高
水
準
と
す
る
政
府
の
見
解
の
根
拠

を
伺
い
た
い
。

三

原
子
炉
施
設
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
水
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
に
係
る
新
規
制
基
準
の
具
体
的

か
つ
定
量
的
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


